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市
立
総
合
病
院
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

　
院
長
が
病
院
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日 

時
　
平
成
30
年
１
月
24
日

（
水
）　
午
後
２
時
30
分
〜
４

時
30
分
ご
ろ

対 

象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

※
団
体
申
し
込
み
不
可

内 

容
　
病
院
の
概
要
説
明
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
・
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
・
屋
上
庭
園
等
の
見
学

定
員
　
先
着
15
人
（
予
約
制
）

申 

し
込
み
　
電
話
☎
22
・
３
１

９
１
で
総
合
病
院
管
理
課
施

設
管
理
係
へ

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を

除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
11
月
８
日
に
採
取
（
購
入
）

し
た
都
内
流
通
食
品
の
放
射
性

物
質
検
査
で
は
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
―
134
、
同
137
は
、
基
準
値

未
満
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
都
福
祉
保
健
局

健
康
安
全
部
食
品
監
視
課
監

視
計
画
担
当
☎
03
・
５
３
２

０
・
４
４
０
４
、
市
市
民
安

全
課
市
民
相
談
係

　
市
で
は
、
11
月
16
日
に
市
内

４
施
設
で
空
間
放
射
線
量
を
測

定
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
測
定
値
は
、
こ
れ
ま

で
の
測
定
値
と
大
き
な
差
は
な

く
、
現
時
点
で
は
健
康
に
影
響

を
与
え
る
数
値
で
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
環

境
対
策
係

　
11
月
22
日
現
在
、
市
内
の
浄

水
所
お
よ
び
小
作
浄
水
場
の
浄

水
（
水
道
水
）
か
ら
は
、
放
射

性
ヨ
ウ
素
お
よ
び
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
不
検
出
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
都
水
道
局
多
摩

　
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
・
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・

091
・
101
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を

利
用
で
き
な
い
場
合
☎
042
・

548
・
５
１
１
０
）、
市
市
民

安
全
課
市
民
相
談
係

都

内

流

通

食

品

の

放

射

性

物

質

検

査

結

果

市
内
の
空
間
放
射
線
量
定
期
定
点
測
定
結
果

市

内

の

水

道

水

の

放

射

能

測

定

結

果

年
末
の
深
夜
バ
ス
が増
便
さ
れ
ま
す

公

共

交

通

機

関

を

利

用

し

ま

し

ょ

う
！

ご
み
の
焼
却
禁
止
と

薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
用
す
る
際
の
注
意

　
焼
却
に
よ
る
煙
や
臭
い
な
ど

に
関
す
る
苦
情
が
、
市
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
法
律
や
都
の
条
例
に
よ
り
、

家
庭
で
の
小
型
焼
却
炉
、
ド
ラ

ム
缶
等
を
利
用
し
た
ご
み
類
の

焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
類
は
分
別
し
て
市
の
回

収
や
地
域
の
資
源
回
収
へ
出
す

な
ど
適
正
な
排
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
薪ま

き

ス
ト
ー
ブ
や
暖
炉

　
12
月
22
日
は
冬
至
で
す
。
冬

至
は
、
一
年
の
う
ち
で
昼
の
長

さ
が
一
番
短
く
、
か
ぼ
ち
ゃ
を

食
べ
る
習
慣
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　「
運
」
が
つ
く
と
い
う
縁
起

を
か
つ
い
で
、
南な

ん

き

ん京
（
か
ぼ

ち
ゃ
）、
人に

ん

じ

ん参
、
蓮れ

ん

こ

ん根
、
大
根

な
ど
「
ん
」
が
つ
く
も
の
を
食

べ
た
り
、
赤
い
色
は
邪
気
を
払

う
と
さ
れ
る
た
め
、
小
豆
を
入

れ
た
冬
至
粥が

ゆ

を
食
べ
た
り
し
ま

す
。

　
ま
た
、
ゆ
ず
湯
に
入
り
、
香

り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
体
を
温

め
る
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
四
季
折
々
の
行
事
食
で
季
節

を
感
じ
、
旬
の
も
の
を
食
べ
て

寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。

問 

い
合
わ
せ
　
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
23
・
２
１
９
１

食
育
一
口
メ
モ

冬

至

の

食

べ

物

　
肺
炎
は
風
邪
と
症
状
が
非
常

に
似
て
い
ま
す
が
、
命
に
関
わ

る
感
染
症
で
日
本
人
の
死
因
の

第
３
位
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
特
に
高

齢
者
や
持
病
を
お
持
ち
の
方
、

在
宅
ケ
ア(

医
療
的
ケ
ア
児
を

含
む)

を
必
要
す
る
方
に
と
っ

て
は
危
険
な
病
気
で
す
。
肺
炎

の
基
礎
知
識
、
治
療
、
予
防
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
の
中
で
簡
単
に
筋

力
を
つ
け
る
運
動
方
法
を
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
師
が
紹
介

し
ま
す
。

日 

時
　
平
成
30
年
１
月
20
日

（
土
）　
午
後
２
時
〜
３
時
30

分
会
場
　
総
合
病
院
講
堂
（
南
棟

３
階
）

講
師
　
呼
吸
器
内
科
副
部
長
　

　
大
場
岳
彦
氏
　
ほ
か

費
用
無
料

そ
の
他
　
次
回
開
催
（
２
月
）

は
、「
お
く
す
り
と
の
上
手

な
つ
き
あ
い
方
」（
予
定
）

で
す
。

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
総
合
病
院
管
理

課
庶
務
係
☎
22
・
３
１
９
１

市
立
総
合
病
院
　
お
う
め
健
康
塾

肺
炎
予
防
と

自
宅
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
ん
患
者
さ
ん
の
た
め
の
就
労
相
談

　「
受
診
の
た
め
の
休
暇
が
取
れ

な
い
」、「
が
ん
と
診
断
さ
れ
た

た
め
雇
用
条
件
で
悩
ん
で
い
る
」

な
ど
、
職
場
で
お
困
り
の
こ
と

を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
就
労
継

続
の
た
め
に
必
要
な
情
報
も
提

供
し
ま
す
。

日 

時
　
12
月
20
日
（
水
）、
平

成
30
年
１
月
17
日
（
水
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
　
総
合
病
院

対 

象
　
が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家

族

相
談
員
　
社
会
保
険
労
務
士

定 

員
　
各
日
先
着
３
人
（
１
人

40
分
・
予
約
制
）

費
用
無
料

申 

し
込
み
　
相
談
日
の
２
日
前

ま
で
に
電
話
☎
22
・
３
１
９

１
ま
た
は
直
接
総
合
病
院
が

ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を

除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※ 

申
し
込
み
時
に
、
相
談
内
容

を
簡
単
に
伺
い
ま
す
。

の
使
用
に
関
す
る
苦
情
も
増
え

て
い
ま
す
。
使
用
の
際
は
、
安

全
面
や
環
境
面
に
お
け
る
周
辺

へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
環

境
対
策
係

12
月
15
日
か
ら
梅
郷
な
ど
の
一
部
で

公
共
下
水
道
が
使
え
ま
す

　
下
水
道
が
供
用
（
使
用
）
開

始
に
な
る
と
、
く
み
取
り
式
ト

イ
レ
の
水
洗
化
が
で
き
、
台
所

や
浴
室
な
ど
の
排
水
も
下
水
道

へ
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
12
月
15
日
か
ら
、
次
の
地
区

の
一
部
で
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
期
の

接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

供
用
開
始
区
域
…
梅
郷
５
・
６

丁
目
、
御
岳
１
丁
目
、
小
曾

木
１
・
３
丁
目
、
黒
沢
１
〜

３
丁
目
、
師
岡
町
１
丁
目

※
い
ず
れ
も
一
部
の
地
域
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
下
水
管
理
課
業

務
係

測定場所

測定値
線量率
μＳｖ/時間

地上高１ｍ

二小 ０．０４

五小 ０．０3

成木小 ０．０5

新町小 ０．０５
※測定機器　日立アロカメディ
カル社製ＴＣＳ－１７２Ｂ

西東京農業協同組合との
農業振興にかかる包括的連携に

関する協定を締結
　市では、１１月２０日に西東京農業協同組合と農業振興

にかかる包括的連携に関する協定を締結しました。

　この協定に基づ

き、市と西東京農

業協同組合とが連

携して市内農業の

振興を図っていき

ます。

問 い合わせ　農政

　担当

△ 左から、池田副市長、浜中市長、西東京農業
協同組合野﨑代表理事組合長、青木代表理事
常務

強化対策地区 対象地域 備考

現行

地区１ 梅郷、和田町の全域
再植栽が認められた
地域

地区２
日向和田２丁目の一部と３丁目、畑中３
丁目、柚木町１丁目、二俣尾１・２丁目

新たに再植栽を目指
す地域

新規 地区３
日向和田１丁目と２丁目の一部、畑中１・
２丁目の一部、柚木町２・３丁目の一部、
二俣尾３丁目と４丁目の一部

新たに再植栽を可能
とするために強化対
策を実施する地域

◎
梅
の
里
再
生
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

　
市
で
は
「
梅
の
里
再
生
」

に
向
け
、
平
成
27
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
た
ウ
メ
輪
紋
ウ
イ

ル
ス
強
化
対
策
事
業
に
、
地

域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
28
年
度
か
ら

強
化
対
策
地
区
１
へ
の
再
植

栽
が
認
め
ら
れ
、
今
年
の
３

月
ま
で
に
、
梅
の
公
園
や
中

道
梅
園
等
の
公
園
、
農
地

や
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に

２
千
700
本
を
超
え
る
梅
樹
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
感
染
確
認
以
来
、
８
年
ぶ

り
と
な
る
再
植
栽
が
開
始
さ

れ
、
待
ち
に
待
っ
た
梅
が
一

部
地
域
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。

◎
再
植
栽
が
で
き
る
地
域
を

拡
大
す
る
た
め
に

　
強
化
対
策
地
区
２
へ
の
早

期
の
再
植
栽
を
可
能
と
す
る

た
め
に
、
国
へ
強
化
対
策
地

区
の
拡
大
を
申
請
し
、
10
月

31
日
に
農
林
水
産
省
で
開
催

さ
れ
た
ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス

対
策
検
討
会
で
の
協
議
の
結

果
、
強
化
対
策
地
区
の
拡
大

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

昨
年
度
と
同
様
に
強
化
対
策

地
区
１
内
の
再
植
栽
に
つ
い

て
は
条
件
付
き
で
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

◎ 

強
化
対
策
地
区
が

拡
大
さ
れ
ま
す

　
強
化
対
策
地
区
２
へ
の
再

植
栽
が
行
わ
れ
る
た
め
に

は
、
今
ま
で
実
施
し
て
き

た
強
化
対
策
地
区
１
・
２
と
、

今
回
拡
大
が
認
め
ら
れ
た
強

化
対
策
地
区
３
を
含
め
た
強

化
対
策
事
業
（
年
３
回
の
感

染
状
況
調
査
、
春
季
・
秋
季

の
ア
ブ
ラ
ム
シ
防
除
、
感
染

植
物
の
即
時
伐
採
、
地
域
住

民
へ
の
周
知
等
）
を
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
再
植
栽
エ
リ

ア
が
拡
大
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

多
く
の
方
か
ら
募
金
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

▽ 

青
梅
オ
ク
ト
バ
ー
フ
ェ
ス

ト
（
10
月
８
日
、
９
日
）

…
１
万
７
千
902
円

▽ 

第
50
回
青
梅
産
業
観
光
ま

つ
り
（
11
月
４
日
、５
日
）

…
７
万
５
千
416
円

　
募
金
に
つ
い
て
は
、
梅
の

里
の
再
生
事
業
に
活
用
し
ま

す
。

　
市
で
は
、
さ
ら
に
植
栽
を

進
め
、
多
く
の
人
が
訪
れ
た

～
梅
の
里
再
生
～
強
化
対
策
地
区
の
拡
大
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

梅
樹
の
再
植
栽
を
進
め
て
い
き
ま
す

強
化
対
策
地
区
拡
大
に

関
す
る
住
民
説
明
会

日 

時
　
平
成
30
年
１
月
11
日

（
木
）　
午
後
７
時
か
ら

会 

場
　
梅
郷
市
民
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

内 

容
　
新
た
に
設
定
さ
れ
た

強
化
対
策
地
区
３
に
つ

い
て
の
対
応
な
ど

か
つ
て
の
活
気
あ
る
吉
野
梅

郷
の
復
活
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　
青
梅
の
「
梅
」
の
早
期
の

再
生
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
梅
の
里
再
生

担
当

△ 五小児童による植樹の様子（五
小校庭）


